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はじめに

このガイドを参照して、Xbox	360	GPU	ヒートシンクを交換します。ヒートシンクを再インス
トールする前に、必ず放熱グリスを塗布してください。

ツール:

Arctic	Silver	ArctiClean	(1)
Arctic	Silver	放熱グリス	(1)
2.5	mm	マイナスドライバー	(1)
スパッジャー	(1)
T10	トルクスドライバー	(1)
T8トルクスネジ用ドライバー	(1)
Xbox	360用開口ツール	(1)

部品:

Xbox	360	Xenon	GPU	Heat	Sink	(1)
Xbox	360	Jasper	GPU	Heat	Sink	(1)

手順	1	—	ハードドライブ

ハードドライブアセンブリを摘んで、正面側端を持ち上げながら、リリースボタンを押しま
す。

ハードドライブアセンブリを上部ベントから外します。

https://www.ifixit.com/products/arctic-silver-arcticlean
https://www.ifixit.com/products/ifixit-thermal-paste
https://www.ifixit.com/products/flathead-3-32-or-2-5-mm-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tr10-torx-security-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/tr8-torx-security-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/xbox-360-opening-tool
https://www.ifixit.com/products/xbox-360-xenon-gpu-heat-sink
https://www.ifixit.com/products/xbox-360-jasper-gpu-heat-sink


手順	2	—	下部ベント

コンソールを縦に立てて、下部端
を手前に配置します。

この開口手順では、Xbox	360用
開口ツールがスパッジャーの代わ
りとして使用できます。

スパッジャーの平面側先端、もし
くはXbox	360開口ツールの先端
を下部ベントの正面側端にできた
小さな隙間に差し込みます。

下部ベントの正面端をこじ開け
て、フェイスプレートを外しま
す。

手順	3

次の手順では、スパッジャーもしくはXbox	360開口ツールの先端を使って、下部ベントの左
右に沿って留められたクリップを外します。クリップの位置は赤く表示しています。

プラスチックのサイドケース部分にあるホールの中にツールを差し込みます。

https://www.ifixit.com/products/xbox-360-opening-tool


手順	4

クリップを外すには、下部ベントの正面側端から始めます。

下部ベントの正面側端をわずかに持ち上げながら、下部ベントの正面側に一番近いクリップ
を、スパッジャーの先端でコンソールの内側に向けて押し上げます。

手順	5

同じプロセスを繰り返して、下部ベントの中央部分の2つのクリップも外します。



手順	6

スパッジャーの先端を使って、Xbox裏側に一番近い下部ベント上のクリップを外します。

手順	7

下部ベントを取り出します。



手順	8	—	フェイスプレート

スパッジャーの平面側先端を、フェイスプレートと電源ボタン付近の外側ケースの間に差し
込みます。

スパッジャーをフェイスプレートの端に沿ってスライドして、コンソール正面側に固定され
ているクリップを外します。

Xbox	360の開口ツールを使って作業をすることも可能ですが、プラスチックケースに傷を加
えることがあります。

あるいは、フェイスプレートをXboxから手で慎重に引き抜いて外してください。



手順	9

同じ作業を繰り返して、フェイス
プレートの左側も外します。

手順	10

コンソールの正面側からフェイス
プレートを外します。



手順	11	—	上部ベント

コンソールを縦に立てて、上部端を手前に置きます。

上部の通気口はクリップでコンソールに固定されています。	画像にあるように、最初の2つの
クリップは、正面プレートに最も近い上部の通気口の下にあります。

手順	12

スパッジャーの平面側先端を前で説明した小さな隙間に差し込み、クリップを外します。

もしくはXbox	360開口ツールを使うこともできます。



手順	13

次の手順では、スパッジャーのセタンを使って、上部ベントの左右に沿って留められたク
リップを外します。クリップの位置は、画像でハイライトを入れています。

手順	14

クリップを外すには、上部ベント中央から作業を始めます。

上部ベントの正面側端をわずかに持ち上げながら、スパッジャーの先端を使って、上部ベン
ト中央付近のクリップをコンソール内側に向けて押し出します。



手順	15

スパッジャーの先端を使って、
Xbox上部ケース裏側付近の上部
ベント上に留められたクリップを
外します。

手順	16

コンソール裏側付近のゴム足の下に隠れた最後のクリップを外します。

スパッジャーの先端を使って、Xbox裏側に近い上部ベント上のクリップを外します。

本体から上部ベントを取り出します。



手順	17	—	下部ケース

コンソールの上部端を下向きに立
てます。

コンソールから慎重に保証対象外
となる、ボイドステッカーを剥が
します。

手順	18

上部と下部のケースは、コンソールの正面側と背面側に留められたラッチによって取り付け
られています。	上部ケースをコンソールから外すには、ラッチを外さなければなりません。

スパッジャーの平面側先端を使って、次のラッチを外します。

正面側USBポートの上

正面側USBポートの下

メモリユニットスロットの上



手順	19

エジェクとボタン上の最後のラッ
チを外すため、スパッジャーの平
面側先端を差し込んで上向きにこ
じ開けます。

手順	20

わずかに下部ケースの正面側をわ
ずかに持ち上げて、正面のラッチ
を完全に外します。



手順	21

上部と下部のケースは、コンソール裏側の7つのリリースラッチによって固定されています。
ラッチの位置は赤でハイライトしています。

手順	22

Xbox	360の開口ツールを使って、	I/Oポート付近の上部ケースと下部ケースを固定している
クリップを押し込みます。

ツールで押し込みながら、下部と上部ケースを押して固定クリップを外します。



手順	23

上部と下部のケースを押し離しながら、スパッジャーの先端またはXbox	360の開口ツールを
使って、赤でハイライトされている長いクリップをデバイス中央に向けて押します。

このクリップが外れると、電源コネクタ付近のクリップのみが、上部ケースと下部ケースを
固定しています。

手順	24

Xbox	360の開口ツールを使っ
て、電源コネクタ付近の残りのク
リップ2つを押し出します。

上部と下部ケースを押し出して、
固定しているクリップを外しま
す。



手順	25

コンソール正面が下向きになるよ
うに立てます。

下部ケースの後ろ側をつまんで、
上向きに持ち上げて、コンソール
から外します。

電源プラグ付近の下部ケースを過
度に変形させないように、ご注意
ください。ひび割れがしやすく
なっています。

手順	26	—	イジェクトボタン

スパッジャーの先端を使って、メタルケース上のイジェクトボタンを固定しているクリップ
を外します。

スパッジャーの平面側先端を、イジェクトボタンと光学ドライブの間に差し込みます。

イジェクトボタンを固定しているポートからこじ開けて外します。

この作業は、Xbox	360開口ツールでも対応できます。



手順	27	—	上部ケース

上部ケースをメタルケースに固定
しているシルバーの64mm	T10ト
ルクスネジを6本外します。

手順	28

上部ケースが上向きになるようコ
ンソールの位置を調整します。

上部ケースをまっすぐ持ち上げ
て、コンソールから取り外しま
す。



手順	29	—	光学ドライブ

光学ドライブとメタルケースを固
定しているシルバーのテープを剥
がします。

手順	30

光学ドライブを僅かに持ち上げ
て、光学ドライブの裏側に搭載さ
れたSATAと電源コネクタの接続
を外せるだけのスペースを作りま
す。

光学ドライブをまだ完全に取り出
さないでください。2つのケーブ
ルはマザーボードと繋がったまま
です。



手順	31

電源コネクタのケーブルをつまんで、まっすぐ光学ドライブ上のソケットから引き抜きま
す。

光学ドライブのソケットから、SATAデータコネクタの接続を外します。

手順	32

メタルケースから光学ドライブア
センブリを持ち上げます。



手順	33	—	冷却ファンダクト

スパッジャーの平面側先端を、冷却ファンダクトの上部の小さな長方形の開口部分に差し込
みます。

ファンダクトの固定クリップを慎重に外します。

Xbox	360の開口ツールでも対応できます。



手順	34	—	デュアルファン

メタル製シャーシのストリップをデュアルファンの上に持ち上げながら、ファンをマザー
ボード中央側に引っ張ります。

デュアルファンアセンブリを完全に取り出さないでください。マザーボードにケーブルが繋
がっています。

手順	35

デュアルファンコネクタを、マ
ザーボードのソケットからまっす
ぐ持ち上げます。

あるファン用コネクタには固定タ
ブがついています。お持ちのモデ
ルに固定タブがついている場合
は、このタブを押さえ続けなが
ら、ファンをマザーボードから外
します。

デュアルファンアセンブリをコン
ソールから取り出します。



手順	36	—	マザーボード

スパッジャーの平面側先端を使って、RFモジュールの上部と左端に沿って、RFモジュール
シールドを固定しているクリップを外します。

爪先を使って、RFモジュールからクリップを外すこともできます。

RFモジュールシールドをコンソールから取り出します。

手順	37

メタル製シャーシとRFモジュー
ルを固定している5.6mm	T8トル
クスネジを外します。



手順	38

RFモジュールをつまんで、マザーボード上のソケットからまっすぐ持ち上げて、接続を外し
ます。

コンソールからRFモジュールを取り出します。

手順	39

メタルケースとマザーボードを固
定している次のネジを外します。

ゴールド	11mm	T10トルクス
ネジー9本

黒	5.6mm	T8トルクスネジー8
本

Red	Ring	of	Deathの修理キット
をインストールした後、Xbox
360を再組み立てする場合は、オ
レンジでハイライトされたT8ト
ルクスネジ8本は使用しません。



手順	40

シャーシからマザーボードが落下しないように気をつけながら、Xboxを裏返します。

正面側端よりマザーボードアセンブリを持ち上げます。

メタル製ケースからマザーボードを外す際に、ソケットにダメージを与えないようご注意く
ださい。

メタル製ケースからマザーボードアセンブリを取り出します。

手順	41	—	GPU	ヒートシンク

小さなマイナスドライバーの先端
を、ヒートシンク上のXクランプ
と固定ポストの間に差し込みま
す。

固定ポスト上に生じる小さな溝の
上にXクランプが持ち上がるま
で、固定ポストよりXクランプを
こじ開けて外します。



手順	42

スクリュードライバーをXクランプとこの固定ポストの間に、マザーボードと並行に差し込み
ます。

Xクランプが、固定ポストより完全に外れるまで、ドライバーをひねります。

Xクランプ上の4つのコーナー全てに同じ作業を繰り返します。

Xクランプの最後のコーナーを外したら、マザーボードを裏返します。落下による損傷を防ぐ
ために、GPUヒートシンクを必ず取ってください。



手順	43

Xクランプを再インストールする
には、まずヒートシンク上のポス
トにXクランプの二箇所コーナー
を当てます。

Xクランプの3番目のアームを
ヒートシンクに取り付けられたポ
ストに押し付けながら、小型のマ
イナスドライバを使用して、Xク
ランプをヒートシンクポストから
こじ開けます。

こじ開ける際に、Xクランプの
アーム上を押さえて、ヒートシン
クに付けられたポストに入ってい
る固定用の溝まで押し下げます。

この手順を繰り返して、Xクラン
プの4番目のアームもインストー
ルします。

手順	44

GPUヒートシンクを取り出しま
す。

GPUヒートシンクを再インストー
ルする前に、放熱グリスを必ず塗
布してください。

ヒートシンクをマザーボード上に
戻さなければならない場合、放熱
グリスのガイドを参照してくださ
い。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E6%94%BE%E7%86%B1%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%A1%97%E5%B8%83%E6%96%B9%E6%B3%95/744


このデバイスを再組み立てするには、インストラクションを逆の順番に従って作業を進めてくだ
さい。


